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研究報告

幼児の発達指標についての一考察

一一運動性を中心に一一

高木徳子*河村麻衣子**

A consideration of the Deveropmental scale 

I はじめに

昨今，青少年の引き起こす社会問題が後を絶

たない。これらのことも， もとを辿っていくと

乳幼児期の母子の有り様に問題がないとはいえ

ない。子育ての情報が氾濫している中で母親は，

迷い，戸惑っている。

一方で、は，子どもの発達は加速しているとい

われている。 1980年と1990年に実施された厚生

省(現在は厚生労働省)児童家庭局の乳幼児身

体発達調査のなかでの比較では，「寝返り J Iは

いはいJ Iつかまり立ちJ Iひとり歩き」など表

面的な身体運動機能の発達は，早まる傾向を示

していた。

発達には精神発達と運動発達の 2つの面があ

り，特に発達の基礎を築く乳幼児期の場合には，

その 2つの面が互いに助長しあって一緒に発達

していくものだといわれる。更にまた「知能・

情緒・運動・感覚の 4要素が相互に依存し，あ

るいは助長しあいながら発達することで，子ど

もの全体の発達が円満に進むものである」とも

いわれる。つまり子どもたちにとっては運動機

能の発達が知能や情緒の発達を促し，また知能

や情緒・感覚の発達にも運動機能の発達が欠か

せないということがいえよう。

発達を的確にとらえるには，発達検査がある。
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今回は，従来用いられてきた発達検査を，乳

幼児の運動機能発達を中心に再検討した。

そこで，子どもの発達を正しく捉えるために，

本研究で「発達加速現象」ということが，はた

して本当に見られるのかどうか， ということに

着目し発達指標の再検討を行った。発達指標の

中て三今屈は運動機能に焦点を当て検討した。

II 対象および方法

1 .対象

発達指標の対象は，京都，大阪，山口，福岡，

大分在住の O歳~就学前の乳幼児1075名(内男

児552名，女児489名，性別の記入漏れ64名)で

あった。。歳代の乳児22名については人数が少

なかったため今回の分析からは除外した。

2 .方法

発達指標の作成にあたって， 日常の臨床場面

で広く用いられている，遠城寺式，津守式乳幼

児精神発達診断法(以下津守式)，また日本版デ

ンバ一式発達スクリーニングテスト(以下デン

バ一式)の3つを参考にした。

最初にこれらの 3つの発達指標の中から，月

齢順に全項目を抽出し，次に保育経験のある保

育園長に，その全項目の中から， 日常保育の中

でよく観察されるものを選んでもらった。更に

その選び出きれた項目を，運動性，言語性，社

会性の 3領域に分類した。その後，運動性の項

目については遠城寺式に従い身体の運動，手の

運動，視覚運動・探索の 3分野に分類し，その

1部を表1のようにまとめた。
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表 1 発達指標(視覚・運動)

月齢 身体の運動 手の運動 十且覚連動・探索

0: II 
-座子手った位車置か行からせ立器ちな上が足を押るを *鉛な2筆つぐなのりどがもを持のきたををせ拾すてる

-玩具の電車などを手で走らせて遊ぶ

.. 押をひしいて・歩歩 るどと 交し互て歩に運くぶ - ひっぱってても左離右さずのし子っにか持り鐸てれるる
い上げ

0: 10 
ト一一 .っおたむつい歩をすきしをよすうるとするとどんどん逃げる

-はっていって小きいものをつまみ口に入れる -戸どこので開も好き方なかところにはっていっていたずらする
lt わかる

卜一一
-はいはL、る→

0:9 
トーー -つか上まま ) ¥てL立ちし !が支るるT 

-引き出しを開けていろいろなものを引き出す

.っか り ち て片えを でえ玩て具立たをせもってい足る卜一一
-床のかで体わ重きの下支 ると両
でいくら を

0:8 -座ものにつかてまもって立っている 手おのも届ちゃく範の岡たのい玩こ具をたを拾たうく -物を何度もくり返し落とす
- らせておい いつまでも座っていないで立ちたがる

。7 -ひとりて、座って遊ぶ
ト一一
タ-・玩ン自分具スののよ体取りっをも手注日意用・品スして(イ食見、ソ器チる・/財鍵布な・携ど)帯て電遊話ぶ・

0:6 -しばらくの間支えなしで座っている 持おもっちてゃいをる一も方のの手でかテらー他プ方なのど手をに持たちたかくえる ト一一 -・物ボタをン落なとどし小てき落なちものたに場注所意ををの向ぞけてくいじる

0: 5 

厄-・.反支あっえ返おてを績刷リしす向きてにる主い寝かすてにh座いはわはるせ反Eる対きと母側2G親ま分の〈PB助M買きをtは動を座か日るすで

-子抱を出たしとて物なをどつかむ
い き 大人の顔をいじる

o : 4 
追-・・横腹あっぱ向おてい横向きにiにき5]す寝にさる寝かかEせてら胸いをる止床而る左か寝まと句返でき維対頭リL視ををて動の頭す動か左る肩き寸をを上目jずでる

触-捕っ手たL時りすにラ母るを親の服の襟などを引っ張ったり トー -白分の手をじっと見ている

ト一一
-ガラガ 振ったりながめたりして遊ぶ

ト一一

0:3 
ト一一
-・・知腹首ばらがいなすにいわすうるちるにと体少のしの向問き頭を変を持えてち上いるげこてといがるある

卜一一 -おもちゃをつかんでいる

ト一一

o : 2 
-立抱音てて抱るた方こいにとて首をも好を首むまが)わふすらふらしない(立て ト一一

-予を口に持っていってしゃぶる
し-・機た見嫌たり手のも足のよいを(動ガとかラきはガしあたラ，たり顔しり)てを見を1回人目ででし遊追て声ぶうを山 I て かれしト一一

の
トーー

o : 1 -膝の上に立たせると足をつっぱる -手を開いたり閉じたりする。。
ト一一 -・体あおの上向けにかでけとてきあどるき左も右のに(毛首布のな向どき)をを変けえとばるす トー←

-手にふれたものをつかむ

対象とした乳幼児の保護者，保育士，幼稚園

教諭に対して発達指標の記入を依頼した。記入

者には身体の運動，手の運動ヲ視覚・探索の 3

分野それぞれについて，対象となる子どもの月

齢の前後にある項目に，できる場合にはOを，

できない場合には×をつけてもらった。

凹 結果および考察

結果は，図 1， 2， 3に示す。

1 .個人差のある項目

発達指標の項目を検討すると，各項目により

発達の幅が広く，経験や地域，園の差からくる

個人差が大きいと思われるのは，「でんぐりがえ

しをすることができる (3 O)J 1ょういドン

の合図にあわせてかけだす (3 O)J 1砂山に

トンネルを作る (3 6)J 1決勝点までかける

( 3 6 ) J 1きちんとでんぐりがえしができる

(4:0)J
'
思ったものを絵に描く (5 : O)J 

等で，生得的要因より環境的要因によることが

大であることが明らかになった。

2 .発達が遅れているとみられる項目

内容についてみていくと，特に経験を必要と

する「でんぐりがえし (3 O)J 1砂山にトン

ネルを作る (3 6)J 1ブランコへの立ちのり

は o) J 1紙飛行機を折る (4:6)」「 l人
でなわとびをする (5: O)Jであった。

「紙飛行機 (4: 6)Jや「なわとび (5:6)J

などは，所属する園により保育教材に使用され

ているか否か， という問題があり，対象児の経

験の有無により結果が大きく異なる項目とみて

よいだろう。中でも「紙飛行機 (4:6)Jにつ

いては，他の題材について折り紙を折る機会は

あっても，飛行機という題材自体が現代の園で

とりあげられないことがある。同様に「でんぐ

りがえし (3: O)Jについても，本研究では，

ある月齢から急にできる人数が多くなっており，

単なる成熟の問題というよりも，一定の月齢か

ら保育課題の一環として取り入れられ，園によ

る経験の差が大きいということが何われる。「砂

山にトンネルを作る (3 6)J 1ブランコへの

立ちのり (4: O)Jは遊び、の中で起こる行動で

あり，運動機能の成熟や学習，および、本人の興

味が強く影響するであろう。また，「ブランコ」

は園によって，ブランコに乗る行為の危険性と

いうよりも，ブランコの周りで走ることが危険
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身
体
の
運
動

項目別にみた年代による通過率の推移(身体の運動)

図 2 項目別にみた年代による通過率の推移(手の運動)
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|38% 165% 191%| ・経験したことを鎗に描〈

|49% 163% 182%| ・虫捕り網で鎌やバッタを捕まえる

|27% 129% 140% 178% 187% 194%l ・恩ったものを絵に描〈

|29% 141 % 171 % 182% 179% 185% 194%| ・砂山にトンネルを作る
視
覚
運
動

図3 項目別にみた年代による通過率の推移(視覚運動)

につながるという配慮から，園内にブランコが

ない場合があり，園によっては，おとなの目の

届く時のみ使用するようにしていることもある。

このように，発達が遅れている項目は，危険

が伴うと思われ設置きれなくなった遊具での遊

ぴ等であり，発達指標に関しては，環境的な「遊

び、」を通じての環境の差が発達の差を生じてし

まっていることカf明らかになった。

3 .発達加速を示している項目

発達が早いと思われる項目には，「体操をまね

てリズムに合わせ手・足・体を動かす (1:6)J 

「ょういドンの合図に合わせてかけだす (3: 

o ) J I決勝点までかける (3:6)Jなどヲ集団
保育場面で行われるものが多く，これは，本研

究の対象のほとんどが幼稚園や保育園の園児で

あることから，集団場面での学習効果が特にみ

られる項目といえる。

また，「だいぶ早くちょこちょこ歩く (1 : 

2 ) J I靴を履く ( 1 3 ) J I歩く方が好きでハ

イハイはほとんどしない(1:3)J
'
走る (1: 

6)Jなど歩行が基本にあり，その上に発達して

いくものである。これまでに始歩期について調

べた研究は多く，愛育研究所の研究では生後12

ヶ月で4l.8%，生後15ヶ月で90.6%の通過率で

あり，津守式もほぼ同じ結果となっている。1990

年の厚生省の乳幼児身体発育調査では，ひとり

歩きは生後12ヶ月で約50%，生後14ヶ月で約

90%であった。このように始歩に関しては年々

早まる傾向にあり，本研究でも同様の傾向がみ

られた。またそこから発展して「片手を支えら

れて階段をあがる (1 6)J 11人で一段ごと

に両足をそろえ階段をあがりおりする (2: 

3 )I足を交互に出して階段をあがる (2:6)J

など歩行が基本となるものについても，発達が

早くなる傾向にあるようだ。これは，保育者に

よって特に表面的に観察しやすく，養育者が次

の発達段階に達することをのぞむような発達の

段階が促進傾向にあることを裏付けるものであ

る。また，現代の住宅事情も考慮する必要がある。

「すべり台にあがりすべる(2 3 ) J Iすべ

り台をあお向けに寝てすべる (4:6)Jなどす

べり台に関するもの，「三輪車のかじを取って押

して歩く (2 6)J 13mくらい三輪車をこぐ

(4 : O)Jなど三輪車に関するもの，「鉄棒な

どに両手でぶらさがる (2:3)Jなど鉄棒に関

するものに対しては，経験を必要とする遊具に

関するものが早いといえる。これは，発達が遅

れているとみなされたブランコなどと違い，そ

の遊具の周りで子どもが危険にあうことは少な

いものといってよいだろう。

次に手の運動では，「鉛筆でぐるぐるOを描く

( 1 6 ) J I思ったものを絵に描く (5:0)J 

「経験したことを絵に描く (5:6)Jなど描画

に関するものが多いのは，現代のテレビや広告

などの視覚刺激の氾濫からくる，視覚的な遊び、

の発達が促進していることの表れといえるので

はないか。長坂 (1997) は子どもの描画能力に

おける発達速度が早くなっていること，特にテ

レビや絵本などによる刺激が大きな役割を果た

していることを指摘している。テレビでの情操

教育やアニメーションによる情報伝達が当たり

前となっている現代で，子どもたちの認知にお

ける視覚的優位さはより進んでいくと思われる。

4 .無記入が多かった項目

無記入が多く保育者からは観察しにくい，あ

るいはわかりにくいと思われた項目は「机・い
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すなどの下にもぐったり，箱の中に入ったりし

て遊ぶ(1 0 ) J 1ブランコに立ちのりしてこ

ぐ(4: O)Jなど自由遊び時間にみられる項目

であった。他にも「虫取り網で、蝶やノくッタを捕ま

える (5:0)Jなど男女で差がみられるものや，

「片足で数歩とぶ(3: 6)Jというような，その

項目が保育目標にない場合や， 日常ではみられ

にくいもの，「しきいをまたぐ (1:3)Jなど

のようにしきいそのものが現代の住宅事情では

見られにくいものであった。これらの項目につ

いて検討する場合にはこのことを念頭におく必

要がある。また，「 3mくらい三輪車をこぐ(4 : 

o )Iすべり台をあおむけに寝てすべる(4 : 
6)Jの2項目については，発達の幅が広い項目，

無記入が多い項目の両方に含まれており，これ

らについては項目自体の再検討が必要とされる。

IV おわりに

今凪の調査では，幼児の発達の時期が経験的，

あるいは文化的なものについて促進しているこ

とが明らかとなった。加藤・宮原他の研究(1996)

においては，乳児について1980年以降発達が早

めになっていること，またその早熟化傾向は児

自身，または出生後の環境の変化によるとして

いる。最近の子育てに関する研究(斎藤他，1998) 

では，現代の子育てにおける変化として，イン

ターネットや携帯電話に代表される新しい子育

てについてのコミュニケーション形態などがあ

げられており，子どもを育てる側の意識の変化

を示している。親であればいつの時代も，誰も

が望むであろう我が子の成長であるが，現代の

子育てに関する情報源の多きは，保育者側に競

争心ゃあせりを与えるような状況を引き起こし，

表面的な発達加速につながっているのではない

だろっか。

このような発達加速傾向は子どもの発達全般

にみられるものではなく，現代社会の環境の変

化に伴って発達の様相が変化している結果だと

考えられる。現代の子どもには与えられる機会

の少ないような環境刺激に関しては，必ずしも

発達の時期が早くなっているとはいえないであ

ろう。現代の子どもの発達をみるうえで，現代

社会の変化の中で子どもたちをとらえ，必要に

応じて，発達検査やその他の検査から多面的に

その子どもをとらえる重要性がますます高まっ

ているといえよう。

本研究では，基準の違う 3つの指標を統合す

ることで，より多岐にわたり項目を集めること

ができた。しかし，そのために選定基準が項目

により違ってしまったこと，月齢による項目数

にばらつきがあることが問題となる。今後の課

題として，月齢による人数のばらつきをなくし，

対象を乳児にも広げたより詳細な研究がのぞま

れる。
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